
基本目標

施策

１次評価　（プロジェクト推進担当課長）

プロジェクト
該当予算

事業数
良好 適当 不良

01 「にのみやLife」全国展開シティプロモーション事業 1 1

02 観光まちづくり推進事業 1 1

03 緑化推進事業 1 1

04 「農」のある暮らし推進事業 2 2

05 水産振興事業 1 1

06 生涯学習振興事業 1 1

07 青少年育成支援事業 2 2

08 家庭・地域・学校の協力連携事業 1 1

09 文化振興事業 1 1

10 ふるさと教育推進事業 2 2

１次評価 継続推進 見直し（要改善） 休止・廃止

プロジェクト
該当予算

事業数
良好 適当 不良

01 公有財産管理運営事業 3 1 2

02 公園整備・管理事業 1 1

03 生涯学習振興事業 1 1

04 文化振興事業 1 1

１次評価 継続推進 見直し（要改善） 休止・廃止

プロジェクト担当課長 生涯学習課長

生涯学習センター・ラディアンの交流拠点化プロジェクト

令和元年度の
取り組み

成　果

ラディアン、図書館ともに幅広い年代の方が利用しており、名実ともに町の文化交流拠点と
して活用されている。公園施設についても、適切な運営管理に努めている。

課　題

①開館20年を迎え、設備等の老朽化が進んでいるラディアン、図書館について、長寿命化を
視野に入れた改修が必要。
②施設の利用法や図書の貸出方法等、新しい生活様式への対応強化が必要。

改善点（課題番号に対応）

①令和２年度のラディアン長寿命化計画に基づき、修繕を行う。
②国や県の指針をもとに、施設の利用制限等を検討するとともに、図書のインターネット予
約、講座のネット配信等の研究を進める。

実施計画事業

令和元年度の
取り組み

成　果

各種事業を通じて、町の多様な自然環境や歴史・文化等の地域資源に関する情報を発信する
とともに、その魅力を体験してもらうことができた。また、にのみや町民大学や町文化祭な
ど、町民が主体となって運営している事業もあり、町民一人ひとりの「まちづくりの力」が
着実に培われつつある。

課　題

①各事業に携わる人材、関係団体の高齢化が進んでいる。新たな担い手の発掘、育成が必
要。

改善点（課題番号に対応）

①各事業に携わる方の負担軽減の観点から、各事業のあり方について、現在の地域の実情に
あった見直しを進める。

みんなの二宮を知ろう・学ぼうプロジェクト

二宮町総合戦略評価シート（令和元年度実績）

二宮の強みを活かした魅力あるくらしを提案し、新しい人の流れをつくる

二宮を知り、二宮に触れ、二宮を体験できる環境づくり

プロジェクト担当課長 生涯学習課長
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２次評価　（施策主管部長）

指標名：

継続推進 目標値の見直し 指標の見直し

指標名：

継続推進 目標値の見直し 指標の見直し

指標名：

継続推進 目標値の見直し 指標の見直し

みんなの二宮を知ろう・学ぼうプロジェクト の成果について

KPI達成に有効であった KPI達成に有効とは言えない

生涯学習センター・ラディアンの交流拠点化プロジェクト の成果について

KPI達成に有効であった KPI達成に有効とは言えない

施策： 二宮を知り、二宮に触れ、二宮を体験できる環境づくり の成果について

地方創生に非常に効果的であった 地方創生に相当程度効果があった

地方創生に効果があった 地方創生に対して効果がなかった

達成状況に関する分析

　前年よりわずかに上がったものの、地域文化の振興として取り組んでいるものが町民には
届いていないことが考えられる。目的を整理し、手法等を再考する必要がある。

「目標値の見直し」もしくは「指標の見直し」を選んだ場合の見直し案

２次評価

説明

 新型コロナウイルスの影響もあるが、KPIの伸びに結び付いていない。ニーズの再確認など
提供する内容の検討が必要と考える。

説明

　施設の管理・運営については適切に行われてるものの、KPIの伸びに結び付いていない。
ニーズの再確認など提供する内容の検討が必要と考える。

目標値

0.04
0.08

H29ｱﾝｹｰﾄ

0.01

H30ｱﾝｹｰﾄ

-0.19

H31ｱﾝｹｰﾄ

-0.13

R2ｱﾝｹｰﾄ
0.50以上

基準値 H28 H29 H30 R1

達成状況に関する分析

　新型コロナウイルスの影響もあり減少している。今後の状況を考えると目標値については
検討が必要。

「目標値の見直し」もしくは「指標の見直し」を選んだ場合の見直し案

文化・芸術活動に対する評価（加重平均）

目標値

217,925人 213,555人 212,004人 174,944人 147,764人 240,000人

基準値 H28 H29 H30 R1

達成状況に関する分析

　新型コロナウイルスの影響もあり伸びていないが、大きな減少にはなっていない。交流拠
点として感染症を防ぎつつ安全安心に活用していただける施設運営が必要。

「目標値の見直し」もしくは「指標の見直し」を選んだ場合の見直し案

図書館の来館者数

施策主管部長 教育部長

重要業績評価指標
（KPI）について

生涯センター・ラディアンの施設稼働率

基準値 H28 H29 H30 R1 目標値

54.0% 55.1% 55.2% 51.5% 50.2% 60%
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外部評価　（二宮町政策評価委員会）

地方創生に非常に効果的であった 地方創生に相当程度効果があった

地方創生に効果があった 地方創生に対して効果がなかった

意見

事業効果について

　施策「二宮を知り、二宮に触れ、二宮を体験できる環境づくり」について、目標達成に向
けた進捗は、事業開始前より前進しているがKPI達成状況などは芳しくないため、施策の一部
改善を含め、さらに力強く推進する必要がある。
　今後、人口減少等により財政的な制限もあるため、ソフト事業に軸足を移し、効果的に事
業を推進することが求められる。ラディアンや図書館は、活用事例を紹介するなどの具体策
を提案することで、利用率向上につなげるとともに、町民等に取り組みを認知してもらえる
よう効果的な広報活動も併せて進める必要がある。
　イベント等の開催については、団体の役員等の負担も見受けられるため、持続可能な事業
とするためには、統廃合も含め、イベントのあり方について全体的に見直す必要がある。
　新型コロナウイルスの影響により、事業を中止せざるを得ない状況もあるが、様々な状況
を想定し、臨機応変に対応できる方向性を打ち出していくことも重要である。
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